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の 15種の clastogen、4種の数的異常誘発物質（aneugen）および 12種の非変原性物
質（non-mutagen）について NSを測定している。Clastogenの殆どは、仮説から期待
された通りに NS(%)を用量に依存して増加し、MNNG、2-Acetamidofluorene および
Pyrogallol は bell-shaped 型の用量反応曲線を示している。これは高用量において NS
の出現よりも細胞毒性が優ったためと推測され、NSは細胞死とは異なる現象であるこ
とを推測している。Aneugen における NS(%)の誘起レベルは、Colchicine (+S9)と
Diethylstilbestrol (+S9)は clastogenと同程度であったが、染色体の数的異常と同時に
構造異常も誘発するとの研究報告があることから、仮説と矛盾していないことを示して
いる。Colchicine (-S9)、Diethylstilbestrol (-S9)、Carbendazim (±S9)および
Trichlorfon (±S9)は clastogenよりも低いことを示している。そして non-mutagenは
全般的に目立った NS(%)の誘起は無かったことを示している。なお Tolueneの 500 μ





















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、論文審査委員より、染色体異常試験の際の細胞周期の同調操作の提案、
発がん性予測新規アッセイ法としての長所、発がん性と染色体異常の相関性、染色体異
常における DNAに対する作用と染色体に対する作用の違い、非変異原性物質に対する
確度・精度、細胞毒性との相関性、試験物質の選定理由と既知試験法 Ames試験の豊富
なデータとの整合性、発がん性予測における閾値の基準の決め方などの質問がなされた
が、いずれも著者から明確な回答があり、質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
